
 

   ハイライト 

 清明・初侯「玄鳥至つ

ばめ きたる」「玄鳥」は

文字どうり訳せば「黒い

鳥」だが、実はツバメを

さす。ツバメが南から

やって

くる頃

という

意味。

ツバメ

は渡り

鳥で、

アフリ

カ周辺

以外のモノは熱帯から南

半球にかけての地域で越

冬をする。日本に飛来す

るのは、九州南部では３

月上旬、本州中部では3

月下旬から4月上旬、北

海道では5月上旬にな

る。渡り鳥であることが

確認されたのは最近のこ

とで、それまでは常世国

(海の彼方にある永遠不変

の国)から飛来するとか、

樹木の穴や泥の中に潜っ

て越冬をすると考えられ

ていた。天敵であるカラ

スから卵やヒナを守るた

めか、巣の設置場所は人

口建造物に限られる。   

ショッピングモールのト

イレ、入り口にグリーン

ネットが下がって!!? ツ

バメの巣作り防止用でし

た。ツバメもトイレは水

洗がイイのかしら・・ 
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 四月上旬、石垣の

間でイカリソウが咲

き、お宿から見て左

にスモモと山吹、中

央にクロモジの萌黄

色が目を惹き、右下

の石垣そばには遅咲

きのチューリップが

咲いています。 

 四月に入って寒気が

降り朝晩の寒さが続

く、中旬になっても零

下の朝もあり遅霜でコ

ゴミやフキの若葉も霜

枯れてしまった。ジャ

ガイモの遅霜対策で土

寄せをしたが、日中の日差しで葉は伸び土

から顔を出してしまった。仕方なく霜除け

ネットで畝全体を覆いました。  

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ

ちゃんの「私、土の子」奮闘記 
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 04.05枝垂

れ桜は葉桜

に、ヤマブ

キが満開に 

1 四月に入っても遅霜が 

04.10お宿の小道、

山桜が満開に。 

2 「ナナミちゃんのお宿」は ? 

③ 
③ 

↖04.03ジャガイモの発

芽、03.19に植え付けた。 

↙04.06四月に

入っても寒い日

が続き遅霜の心

配、土寄せをし

て霜枯れないよ

うにしたが。 

↑04.08用水路沿

いの山桜が咲く頃。 

←↑ジャガイモの芽

を霜除けネットで覆

う、昨年も同じ? 

←カカトト向かい合いカカ3列

トト2列づつ人参種を蒔き終わ

り、十分に散水しトンネルを

作り ↑ネットを張り日陰作

り、種蒔き後の湿気を保つ。 

↘04.03発芽したキタアカ

リに霜除けの土寄せ終る。 

↑04.08日中の暖かさで

ジャガイモは成長し、被

せた土を押しのけて伸び

た。急いでネットを張り

丸太で押さえ一安心。 

→04.02棒を土

に押し付け浅い

溝をつけ、指先

で人参種を摘ま

んで溝に蒔く。 

↖細かい人参種3粒、均一

に蒔くのは難しい。 
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 山桜の原木が余っている?! ナ

メコの駒菌が手に入るならと、

JA販売店へ。幸か不幸か? 1瓶

だけあった。山菜は伸び桜散る四

月初旬に、追加のナメコ駒菌を打

ち込みました。これで今年は、椎

茸2000駒と平茸1500駒にナメ

コ1000駒の合計4500駒、欲が

体力を上回ってしまい、カカは原

木管理が忙しくなるばかり・・・

来年秋から楽しみが倍増。 

3 キノコ増産計画の4 

5 四月のお味  

 わが家の庭は食材の宝庫、

カカは庭を一巡り菜花や山菜

を摘み、旬のオカズ作り。こ

の日の昼食は乾麺を茹で、ワ

ケギを刻んで付け汁に、天ブ

ラにはタラの芽と山ウドの若

葉にコシアブラやコゴミ、い

ろどりに人参のかき揚げ。

アァ～至福の香り味歯応え!! 

 

①

↑04.05原木が余ってい

るからとナメコ駒菌５０

０駒買い ↗打ち込む 

←コゴミも伸び向陽桜も散る中 

↗合計1000駒原木ナメコに散水 

↑庭のアチコチに出るワラビ

を摘むカカ、一握りでオカズ

に。↓茹でて削り節をかけ春

の歯ざわりワラビのお浸し。 

↑裏庭に群生するコゴミ。 

↓巻いた穂先を摘み、茹でて

ゴマ油メン汁で炒りゴマかけ

春の歯応えナムルに。 

①タラの芽が育った若

芽、下にはコゴミも伸び

③② 

②山ウドの若葉、香り強

く天プラに最適な食材 

③山菜の女王と呼ばれる

コシアブラ、味香り最高 

↑幹に引き倒すワイ

ヤーロープを巻く。 

↑幹の作業者

が小さく見え 

↑幹をチェンソーで切り

始め、クサビを打ち込む 

↑チェンソーとワイヤーロー

プを巻き取る作業者との連携

作業、幹が倒れ始める。 

↑幹が倒れ地響

きが伝わる。 
↑幹は7.2mの松材でカッ

ト、太鼓梁になるのかな? 

↑04.12写真判定、樹齢72年。 

↑昨年11.19 畑から帰宅、

紅葉の雑木林を行くカカ。 

↑04.08伐採は進み、右側

の樹木は切り倒された。 

 通いなれた雑木林の伐採が始ま

り、左側の林も伐採が始まった。赤

松もマツクイムシ被害で枯れ、放置

林状態だったが、伐採後は檜にナラ

やクヌギなどの苗木を植林するらし

い。10数年後には、再生をした林

が見られるように、トトは?!! アハ

ハァ～… わが家も建築当時は、赤

松林に囲まれていたが、突然伐採が

始まり宅地化、雑木林は消滅した。 

4 突然に! 雑木林は再生? 


